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NYマーケットレポート（2015年 6月 11日) 
NY 市場では、序盤に発表された米小売売上高が市場の予想通り堅調な結果となったことを受けて、ドル/円は一時 124 円台まで上昇する

動きとなった。しかし、一部ではより大きな改善が期待されていたことや、同時に発表された米雇用関連の経済指標が予想より悪化したこと

を受けて、ドル/円は発表直後乱高下する動きとなった。その後、ドルは終盤まで主要通貨に対して軟調な展開が続いた。一方、ギリシャ支

援協議の先行き不透明感から、ユーロは欧州タイムから軟調な動きが続いたが、来週にも合意可能との要人発言などもあり、その後はドル

や円に対して堅調な動きも見られた。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 
21：00 
ドル/円 123.76  ユーロ/円 139.02  ユーロ/ドル 1.1233 
 
21：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6855.14 +24.87 ダウ 
先物ミニ 18030 +12  

 

仏 CAC40 4973.48 +38.57 S&P 
500 ミニ 2107.25 +0.25  

 

独 DAX 11367.42 +102.03 NASDAQ 
100 ミニ 4492.00 +3.25  

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

新規失業保険申請件数 27.9万件（予想 27.5万件・前回 27.7万件） 

前回発表の27.6万件から 27.7万件に修正 

 

失業保険継続受給者数 226.5万人（予想 219.0万人・前回 220.4万人） 

前回発表の219.6万人から220.4万人に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

15/06/06・・・279,000・・・ +2,000・・・278,750・・・・＊＊＊＊・・・・＊＊＊ 

15/05/30・・・277,000・・・ -7,000・・・275,000・・・・2,265,000・・・・1.7％ 

15/05/23・・・284,000・・・ +9,000・・・272,000・・・・2,204,000・・・・1.6％ 

15/05/16・・・275,000・・・+11,000・・・266,500・・・・2,226,000・・・・1.7％ 

15/05/09・・・264,000・・・ -1,000・・・271,750・・・・2,212,000・・・・1.6％ 

15/05/02・・・265,000・・・ +3,000・・・279,500・・・・2,223,000・・・・1.7％ 

15/04/25・・・262,000・・・-34,000・・・283,750・・・・2,229,000・・・・1.7％ 

15/04/18・・・296,000・・・ +1,000・・・285,000・・・・2,256,000・・・・1.7％ 

15/04/11・・・295,000・・・+13,000・・・283,000・・・・2,327,000・・・・1.7％ 

15/04/04・・・282,000・・・+15,000・・・282,500・・・・2,275,000・・・・1.7％ 

受給者数は集計が1週間遅れる 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5月米小売売上高（前月比） 1.2％（予想 1.2%・前回 0.2%） 

前回発表の0.0％から0.2％に修正 

 

5月米小売売上高[除自動車] 1.0％（予想 0.8%・前回 0.1%） 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪米小売売上高≫ 

            5月・・4月・・3月・・2月・・1月・・前年同月 

小売売上高・・・・・・1.2・・ 0.2・・ 1.5・・-0.5・・-0.8・・ 1.0 

除く自動車・・・・・・1.0・・ 0.1・・ 1.0・・-0.1・・-1.1・・-0.9 

自動車・部品・・・・・2.0・・ 0.7・・ 3.5・・-2.2・・ 0.6・・ 8.2 

建設資材等・・・・・・2.1・・-0.4・・ 2.8・・-2.0・・ 1.3・・ 6.2 

食品・飲料・・・・・・0.2・・-0.2・・ 0.7・・ 0.0・・-0.2・・ 3.4 

総合小売店・・・・・・0.8・・-0.7・・ 1.4・・-2.4・・ 0.4・・-0.4 

大規模小売店・・・・・0.8・・-2.9・・ 3.1・・-2.0・・-0.6・・-3.0 

その他小売店・・・・・0.0・・ 1.7・・ 0.3・・-2.0・・ 1.5・・ 5.1 

（前月比％） 
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21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5月米輸入物価指数（前月比） 1.3％（予想 0.8%・前回 -0.2%） 

前回発表の-0.3％から‐0.2％に修正 

 

5月米輸入物価指数（前年比） -9.6％（予想 -10.0%・前回 -10.5%） 

前回発表の-10.7％から‐10.5％に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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指標結果データ 

≪米輸出入物価≫ 

          5月・・4月・・ 3月・・2月・・ 1月・・ 12月 

全輸入・・・・・・ 1.3・・-0.2・・-0.2・・ 0.4・・ -3.2・・ -2.5 

石油・・・・・・・12.7・・ 1.8・・ 2.1・・-1.4・・-21.2・・-16.4 

非石油・・・・・・ 0.0・・-0.4・・-0.4・・-0.3・・ -0.7・・  0.0 

食品・飲料等・・・ 0.3・・-1.0・・-0.7・・ 0.1・・ -1.7・・  0.7 

資本財・・・・・・-0.2・・-0.3・・-0.1・・-0.3・・ -0.3・・ -0.0 

自動車・部品・・・-0.1・・ 0.0・・-0.2・・-0.4・・ -0.7・・  0.0 

消費財・・・・・・ 0.0・・-0.1・・-0.3・・ 0.3・・ -0.4・・ -0.1 

 

          5月・・4月・・ 3月・・2月・・1月・・12月 

全輸出・・・・・・ 0.6・・-0.7・・ 0.1・・-0.2・・-1.7・・-0.9 

農業・・・・・・・-1.0・・-0.9・・-1.7・・-2.2・・-1.4・・-0.7 

非農業・・・・・・ 0.7・・-0.7・・ 0.2・・ 0.2・・-1.8・・-1.0 

食品・飲料等・・・-1.2・・-1.1・・-1.3・・-2.2・・-1.8・・-0.8 

資本財・・・・・・-0.1・・-0.2・・ 0.0・・ 0.2・・ 0.2・・ 0.1 

自動車・部品・・・ 0.2・・ 0.0・・ 0.1・・-0.2・・-0.1・・-0.1 

消費財・・・・・・-0.1・・-0.4・・-0.1・・-0.4・・-0.7・・-0.1 

 

 
(出所：ネットダニア) 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4月カナダ新築住宅価格指数（前月比） 0.1％（予想 0.2%・前回 0.0%） 

 

4月カナダ新築住宅価格指数（前年比） 1.1％（前回 1.2%） 

 

1Qカナダ設備稼働率 82.7％（予想 83.0%・前回 83.6%） 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4月メキシコ鉱工業生産(前月比) -0.1％（予想 0.1%・前回 0.0%） 

 

4月メキシコ鉱工業生産(前年比) 1.1％（予想 1.3%・前回 1.7%） 

 

4月メキシコ製造業生産(前年比) 3.7％（予想 3.3%・前回 3.3%） 

前回発表の3.1％から3.3％に修正 

 



                     
 

8 
 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 18069.06 +68.66 

ナスダック 5096.60 +19.91 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4月米企業在庫（前月比） 0.4％（予想 0.2%・前回 0.1%） 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪米企業在庫≫ 

         4月・・3月・・2月・・1月・・12月・・11月・前年同月比 

企業在庫・・・・・0.4・・ 0.1・・0.3・・-0.0・・ 0.1・・ 0.1・・・2.6 

製造業・・・・・・0.1・・-0.1・・0.1・・-0.7・・-0.5・・ 0.1・・・0.1  

小売業・・・・・・0.8・・ 0.3・・0.5・・ 0.0・・ 0.7・・-0.6・・・3.8 

自動車・部品・・・1.2・・ 0.7・・0.4・・-0.1・・ 1.5・・-1.4・・・5.9 

卸売業・・・・・・0.4・・ 0.2・・0.2・・ 0.4・・ 0.1・・ 0.8・・・4.5 

 

         4月・・3月・・2月・・1月・・12月・・11月・前年同月比 

企業売上・・・・・0.6・・ 0.6・・-0.3・・-2.3・・-1.0・・-0.1・・・-2.3 

製造業・・・・・・0.0・・ 0.5・・ 0.1・・-2.2・・-0.9・・-0.8・・・-3.6 

小売業・・・・・・0.1・・ 1.6・・-0.6・・-0.9・・-1.2・・ 0.5・・・ 0.6 

卸売業・・・・・・1.6・・-0.3・・-0.6・・-3.6・・-0.9・・ 0.0・・・-3.3 

 

 

23：30 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、5月の米小売売上高が市場予想を上回ったため、米景気回復が続くとの見方による買いが先行し

た。また、アジアや欧州市場の株価が軒並み堅調に推移していることも、押し上げ要因となっている。ダウ平均株

価は、序盤から堅調な動きが続いており、一時前日比で109ドル高まで上昇する動きとなっている。 

 

 

23：35 

IMFは、ギリシャと主要分野で大きな隔たり残る～報道官 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）米失業保険申請件数は、前週比+0.2万件の 27.9万件となり、市場予想の 27.7  万件をやや上回った。申請

件数の 4週移動平均は、前週比+3750件の 27万 8750件。また、集計が1週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比

+6.1万人の 226.5万人。受給者総数の 4週移動平均は、前週比+1万 500人の 222万6750人。受給者比率は、前週

比 0.1ポイント上昇の 1.7％となった。 
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（2）米5月の輸入物価指数は、市場予想の+0.8％を上回る+1.3％と、11ヵ月ぶりのプラスとなり、2012年3月以

来の高い上昇率となった。前年同月比では-9.6％。石油や原油といったエネルギー関連の伸びが全体を押し上げた。 

 

 ①石油は、前月比で+12.7％と2009年6月以来の大きな伸びとなり、前年同月比では-40.6％となった。石油以外

の品目は前月比横ばい、前年同月比では-2.6％となった。品目別では、原油が+14.5％、食品が+0.3％、天然ガスは

-0.2％。 

 

 ②国・地域別では、カナダが+2.2％、EUは+0.7％、メキシコを含む中南米は+1.8％、日本は-0.1％、中国は-0.3％。   

 

 ③輸出物価は、前月比+0.6％の2014年3月以来の高い伸び、市場予想の0.2％を上回った。前年同月比では-5.9％。

農産物は-1.0％、前年同月比では-16.8％。農産物以外の品目は、前月比で+0.7％、前年同月比では-4.6％。 

 

 

（3）5月の米小売売上高は、前月比+1.2％の4449億2600万ドルとなり、3ヵ月連続のプラスとなった。前年同月

比では+2.7％。幅広い業種で売り上げが増加し、全体を押し上げた。小売売上高は、昨年12月から今年2月にかけ

て伸び悩みが目立ったが、力強く持ち直していることを示した。   

 

 ①品目・業種別では、自動車・同部品が前月比+2.0％、建材・園芸は+2.1％、ガソリンスタンドは+3.7％と2013

年2月以来の高い伸びとなった。電子・家電は+0.1％、百貨店は+0.8％。 

 

 ②変動が大きい自動車・同部品を除く売上高は、前月比+1.0％と、市場予想の+0.7％を上回った。前年同月比で

は+1.3％となった。   

 

 

（4）4月の米企業在庫高は、前月比+0.4％の1兆 7932億400万ドルとなり、2014年5月以来の大きな伸び率とな

り、市場予想の+0.2％も上回った。前年同月比では+2.6％。 

 

 ①業種別は、小売業が前月比+0.8％と 2014年 7月以来の高水準、自動車・同部品を除く小売業は+0.6％で、2013

年 11月以来の大きな増加率、製造業は+0.1％、卸売業は+0.4％。 

 

 ②小売業の内訳は、自動車・同部品が+1.2％、服飾は+0.9％、総合小売りが+1.4％、食品・飲料は-1.0％、家具・

家電類は-0.3％。 

 

 ③企業売上高は、前月比+0.6％の 1兆3188億3500万ドル。前年同月比は-2.3％。業種別では、卸売業が前月比

+1.6％、小売業は+0.1％、製造業は横ばい。在庫に対する売上高の比率は、前月から横ばいの 1.36。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6846.74 +16.47 
仏 CAC40 4971.37 +36.46 
独 DAX 11332.78 +67.39 

ストック欧州 600 指数 393.00 +2.22 
ユーロファースト 300 指数 1557.95 +9.13 
スペイン IBEX35 指数 11156.70 +59.20 

イタリア FTSE MIB 指数 23172.34 +80.85 
南ア アフリカ全株指数 51881.45 -76.82 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、ギリシャ支援協議の進展期待を背景に、主要株価は堅調な動きとなった。ただ、IMFが合意に向け

た進展は見られないとの認識を示したことが嫌気され、上げ幅を縮小する動きとなった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 18053.85（+53.45）、S&P500 2109.62（+4.42） ナスダック 5083.63（+6.94） 

 

 

1：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1Q米家計純資産変化 +1.63兆ドル（前回 1.65兆ドル） 

前回発表の1.52兆ドルから 1.65兆ドルに修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

米 2015年 1-3月期の資金循環統計によると、家計部門の債務は年率換算で 2014年 10-12月期と比べて+2.2％とな

り、14四半期連続のプラスとなった。住宅ローンが減少したが、消費者信用が引き続き伸びた。家計部門の債務は、

住宅バブルの崩壊でマイナス傾向が続いたが、その後は経済回復に伴う消費の活性化により増加が続いている。住

宅ローンは-0.3％と 4四半期ぶりのマイナス。消費者信用は+5.6％で19四半期連続の増加となった。 

 

金融を除く企業部門の債務は+6.6％で、17四半期連続のプラス。金融部門の債務は+2.4％と、4四半期ぶりのマイ

ナスになった。政府部門は、連邦政府が-0.4％とマイナスになった。州・地方政府は+4.8％と 2 四半期連続でプラ

ス。家計部門が保有する住宅と株式などの資産から、住宅ローンやクレジットカードによる 借り入れなどの債務を

差し引いた純資産は、2014年10-12月期に比べて+2.0％の 84兆9246億ドル。 

 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、前日までの大幅下落で値頃感が広がり、買い戻しが先行した。IMFの報道官がギリ

シャ金融支援をめぐる協議で合意に向けた進展がみられないとの認識を示したことで、安全資産とされる米国債に

逃避的な買いも入った。5月の米小売売上高は、市場予想を上回ったが影響は限定的だった。  

 

午前の利回りは、30年債が3.16％（前日 3.22％）、10年債が 2.44％（2.49％）、7年債が 2.18％（2.21％）、5

年債が 1.77％（1.79％）、3年債が 1.15％（1.15％）、2年債が 0.74％（0.73％）。 

 

 

2：00 

≪米財務省 30年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・3.138％（前回 3.044％） 

最低落札利回り・・・・3.000％（前回 2.900％） 

最高利回り落札比率・・・18.97％（前回 65.15％） 

応札倍率・・・・・・・・2.54倍（前回 2.20倍） 

 

 

3：45 

NY金は、中心限月が前日比 6.20ドル安の 1オンス＝1180.40ドルで取引を終了した。 

 

 

4：15 

NY原油は、中心限月が前日比 0.66ドル安の1バレル＝60.77ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1180.40 -6.20 

NY 原油 60.77 -0.66 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、5月の米小売売上高が堅調だったことを手掛かりにドルが主要通貨に対して上昇し、ドルの代替資産とさ

れる金の売りが先行した。また、欧米株の上昇を受けて安全な資産としての需要も後退した。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、前日までの相場続伸の反動で利益確定売りが広がったほか、ドルが主要通貨に対して上昇し、ドル建

ての原油の割高感が出たことも相場を圧迫した。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 18039.37 +38.97 18109.77 18001.27 

S&P500 種 2108.86 +3.66 2115.02 2106.24 

ナスダック 5082.51 +5.82 5101.39 5075.05 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、5月の米小売売上高が市場の予想通り堅調な結果となったことから、米国の景気回復が続くとの見方

による買いが先行した。また、アジアや欧州市場の株価が軒並み堅調に推移していることも、押し上げ要因となっ

た。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比で 109ドル高まで上昇する動きとなった。しかし、

その後は上げ幅を縮小し、小幅高となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 123.43  124.11  123.27  
EUR/JPY 139.01  139.15  138.58  
GBP/JPY 191.60  191.96  191.01  
AUD/JPY 95.79  95.82  95.40  
NZD/JPY 86.69  86.79  86.31  
EUR/USD 1.1264  1.1278  1.1183  
AUD/USD 0.7761  0.7769  0.7693  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤に発表された小売売上高が堅調な結果となったものの、雇用関連の経済指標が予想より悪化

し、ドルは乱高下する動きとなった。その後は終盤まで小動きの展開が続いた。一方、ユーロはギリシャ支援協議

の行方をにらみながら、レンジ内の展開が続いた。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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切の責任を負いません。本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたもの

ではありません。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。 


